
-

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
住
む
家

は
、
着
任
後
、
す
ぐ
住
め
る
よ
う

し
て
い
る
の
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
数
と

県
内
他
市
町
村
と
の
比
較
に
つ
い

て 向
け
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
脱
炭
素
・
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
や
循
環
型
農
業

な
ど
、
新
し
い
視
点
か
ら
の
見
直
し

も
行
っ
て
い
る
。

答
弁

熱
田
農
林
振
興
部
長

農
業
者
の
六
次
産
業
化
（
生
産
か

ら
加
工
、
販
売
）
の
取
組
支
援
に
つ

い
て
は
、
農
地
の
集
約
化
や
農
業
機

械
・
施
設
の
導
入
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

六
次
化
等
の
取
組
は
、
令
和

２
年
～
３
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
減
少
し
た
が
、
今
後

よ
り
多
く
の
皆
様
に
六
次
化
事
業
を

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
し
て

い
き
た
い
。
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問
産
業
振
興
に
つ
い
て

市
内
企
業
の
体
質
強
化
支
援
は
何

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

森
山
産
業
観
光
部
長

日
々
企
業
訪
問
を
通
じ
業
況
調
査

や
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
、
企
業
か
ら

は
様
々
な
課
題
・
要
望
が
寄
せ
ら
れ

る
。
こ
れ
つ
い
て
市
の
経
営
支
援
ス

タ
ッ
フ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市

内
企
業
の
課
題
解
決
に
対
応
す
る
こ

と
が
、
市
内
企
業
の
体
質
強
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

若
者
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
支
援

に
つ
い
て

答
弁

森
山
産
業
観
光
部
長

地
元
就
職
を
支
援
す
る
「
雲
南
市

企
業
人
材
確
保
支
援
事
業
」
が
有

り
、
市
内
企
業
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を

採
用
し
、
支
度
金
を
支
給
し
た
場
合

最
大
で
６
０
万
円
の
交
付
金
を
支
給

す
る
。
加
え
て
、
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
と
連
携
し
高
校
卒
業
時
に

「
し
ま
ね
学
生
登
録
」
を
促
し
、
就

職
活
動
時
の
合
同
企
業
説
明
会
等
の

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
情
報
な
ど
、
最
新
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
は
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
「
高
校
卒
業
生

と
の
つ
な
が
り
創
出
事
業
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
地
元
と
の
つ
な
が
り
を

継
続
し
、
今
後
は
市
内
企
業
情
報
を

定
期
的
に
発
信
し
て
行
く
。

市
Ｈ
Ｐ
上
の
バ
ナ
ー
広
告
に
市
内

求
人
企
業
を
掲
載
す
る
支
援
に
つ

い
て

答
弁

森
山
産
業
観
光
部
長

市
内
企
業
の
認
知
度
を
高
め
る
事

は
重
要
な
こ
と
。
そ
の
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
市
Ｈ
Ｐ
の
バ
ナ
ー
広
告
活

用
は
可
能
で
あ
り
、
市
内
企
業
か
ら

要
望
が
有
れ
ば
、
手
続
き
を
進
め

る
。

現
在
、
市
内
企
業
情
報
は
、

市
Ｈ
Ｐ
内
に
「
ほ
っ
こ
り
雲
南
定
住

サ
イ
ト
」
が
有
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

求
人
情
報
・
子
育
て
サ
イ
ト
の
リ
ン

ク
を
貼
っ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
の
方

も
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
生
産
者
の
生
産
性
向
上
・
付

加
価
値
向
上
支
援
に
つ
い
て

高
校
三
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
に
つ
い
て

答
弁

熱
田
農
林
振
興
部
長

生
産
性
向
上
で
は
、
農
業
機
械
や

施
設
等
の
導
入
支
援
を
、
国
県
補
助

事
業
や
市
単
独
補
助
事
業
に
よ
り
支

援
し
て
い
る
。

付
加
価
値
向
上
で

は
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
収

益
性
の
高
い
作
物
の
栽
培
等
に
関
し

て
国
県
補
助
事
業
や
市
単
独
補
助
事

業
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
。

雲
南

市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
・
生
産
性

や
付
加
価
値
向
上
の
取
組
を
継
続
支

援
す
る
こ
と
で
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
農
業
、
地
域
と
相
互
に
協
力
し
地

域
の
維
持
発
展
に
寄
与
す
る
農
業
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
基
本
施
策
が
有
り
、
そ

れ
ぞ
れ
目
標
値
を
定
め
そ
の
実
現
に

む

地
産
地
消
率
の
ア
ッ
プ
の
た
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
地
産
地
消
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
増
配
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て

雲
南
市
内
で
の
六
次
産
業
化
の
取

組
支
援
に
つ
い
て

答
弁

西
村
政
策
企
画
部
長

各
市
町
村
で
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
市
が

住
宅
を
造
り
何
年
間
か
家
賃
を
払
っ

て
い
た
だ
く
と
自
分
の
も
の
に
な
る

方
法
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
有

る
。
空
き
家
が
増
え
て
い
る
状
況
に

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使

っ
て
い
く
の
か
地
域
の
皆
様
と
活
用

方
法
を
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

答
弁

西
村
政
策
企
画
部
長

平
成
２
３
年
度
か
ら
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
９
名
の
受
入
れ
を
行

い
８
名
が
任
期
終
了
後
も
雲
南
市
に

定
住
し
て
い
る
。

直
近
３
年
間
は

２
名
を
募
集
し
て
い
る
が
、
県
内
他

市
町
村
と
比
較
す
る
と
少
な
い
。

答
弁

石
飛
市
長

市
が
単
独
で
実
施
す
る
と
年
間
約

２
０
０
０
万
円
を
要
し
、
財
政
的
に

厳
し
い
。

今
後
、
少
子
化
対
策
の

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
財
源
の
捻
出

方
法
も
含
め
、
議
論
し
て
行
き
た

い
。

答
弁

末
次
教
育
部
長

中
央
給
食
セ
ン
タ
ー
は
４
つ
の
生

産
者
グ
ル
ー
プ
と
の
調
整
が
あ
り
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
。

大

東
や
加
茂
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
各
1

つ
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
と
の
調
整
で

あ
り
セ
ン
タ
ー
長
が
調
整
し
て
い
る

た
め
、
現
時
点
で
は
不
要
と
思
う

各
給
食
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
地

産
地
消
率
の
向
上
に
つ
い
て
協
力
依

頼
を
行
っ
て
い
る
。



12 月１日から議会がスタートしました。

今回は、市議会議員にさせていただいてから２年目となり、初めての構成替えで総務常任委員会が担当

となりました。

今まで教育民生常任委員会で市民環境部（市税及び地籍調査の関係する事項を除く）、健康福祉部、子

ども政策局、雲南市立病院及び教育委員会の所管事項を担当させていただいていましたが、総務常任委

員会では、政策企画部、総務部、市民環境部（市税及び地籍調査に関する事項）、会計課、監査委員、

公平委員会及び選挙管理委員会の所管事項及び他の常任委員会の所管外の事項を副委員長として、担当

することになりました。

１２月の総務常任委員会で議題に上がった案件は、市民の皆様の安心・安全を守るための条例改正・請

願陳情等が主な内容でしたが、その中で私が注目したのは「①消費税インボイス制度の実施中止を求め

る意見書の提出と「②コウノトリとの共生に関する条例制定」の２つです。

私の議員活動について「よしひら通信」でお伝え出

来なかった案件は、ホームページに掲載をしており

ます。また、私の身近な話題は、フェイスブックで

お知らせしていますのでこちらもご覧ください。

撮影者がコウノトリの近くまで寄りすぎること

や、私有地へ勝手に入り込む等で地域が困ってい

る等の要望が市に対してありましたので、私も市

に対して「雲南市としてコウノトリや地域を守る

条例制定について」の進言を行いました。今回、

条例案が作成され、今後パブリック・コメントを

求め、より良いものにしたいとのことで、早けれ

ば令和５年４月の施工となるかもしれません。

コウノトリとの共生に関して２

総務常任委員会でこの案件を議会に上程するか否

かの議論の結果、賛成多数で上程することになり

ました。 しかし、雲南市議会としては実施中止

は国としても難しいであると鑑み、最近、ＪＡ納

入者やシルバー人材センター関連が緩和されたよ

うに、「消費税インボイス制度導入により不利と

なる方たちのため、国として十分検討していただ

きたい」とする旨の要望書が実現可能性が有ると

し、国への要望書内容を「中止から緩和」に変更

し、提出することになりました。

消費税インボイス制度について１


